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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
長
期
的
に
必
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減

は
、七
五
％
と
も
八
二
％
と
も
言
わ
れ
る（
※
１
）
。
京
都
議
定
書
の
約
束
で
あ
る
温
室
効

果
ガ
ス
六
％
削
減
さ
え
悲
観
的
な
状
況
下
、こ
の
数
値
は
非
現
実
的
と
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。し
か
し
、気
温
の
上
昇
を
そ
れ
ぞ
れ
三
・
五
℃
ま
た
は
二
・
五
℃
に
抑
え
る
た

め
に
は
長
期
的
に
必
要
な
水
準
で
あ
り
、先
端
的
な
省
エ
ネ
住
宅
に
お
い
て
は
こ
れ
を

目
標
と
す
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
は
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
2
）で
、そ
の
主
因
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
あ
る
。こ
の
問
題
に
対
処
し
有
効
な
解
決
策
を
見
出
す
た
め
、住
宅
・
生
活
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
可
能
な
限
り
削
減
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
含
め
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
環
境
負
荷
を
四
分
の
一
程
度
に
減
ら
す
試
み
が
、大
阪
ガ
ス
の

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１（
※
２
）の
三
〇
一
住
戸
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、こ
の
目
的
に
沿
っ
て

実
施
し
た
住
宅
改
修
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
具
体
的
な
方
法
は
、①
建
築
的
な
熱
環
境
改
善（
冷
暖
房
負
荷
の
低
減
）、②
設
備

機
器
の
効
率
改
善
と
新
シ
ス
テ
ム
導
入
、③
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、及
び
④
居
住
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
見
直
し
に
よ
る
省
エ
ネ
化
で
あ
る
。
現
時
点
で
実
用
可
能
な
技
術
・

手
法
の
ほ
と
ん
ど
を
検
討
対
象
と
し
た
。

　
三
〇
一
住
戸
は
、当
初
「
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
設
計
さ
れ
、緑
を
住
戸
内
に
も

取
り
込
み
自
然
の
通
風
を
生
か
す
な
ど
自
然
環
境
と
の
共
生
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
今
回
は
、そ
の
趣
旨
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
豊
か
さ
を
二
倍
に
、資
源
を
半
分
に
」

と
い
う
趣
旨
の
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
他
の
著
作
「
F
A
C
T
O
R
４
」
に
な
ぞ
ら
え
、「
フ

ァ
ク
タ
ー
４
の
家
」
と
呼
び
名
を
改
め
た
。

　
建
築
と
し
て
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
関
係
す
る
の
は
、主
と
し
て
暖
房
と
冷

房
の
負
荷
を
低
減
す
る
効
果
で
あ
る
。
三
〇
一
住
戸
は
、集
合
住
宅
の
一
戸
で
あ
り

な
が
ら
外
気
と
の
接
触
面
積
が
大
き
く
、改
修
前
は
戸
建
て
住
宅
並
み
の
冷
暖
房
負
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生 活

る
度
に「
欧
米
人
よ
り
日
本
人
の
方
が
ず
っ
と
早
く
素
直
に
ガ
イ
ア
理
論
を
理
解
し
て
く
れ
る
」と
言
い
ま
す
。そ
れ
は
多
分
日
本
文
化
の

底
流
に「
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
生
命
観
が
あ
る
か
ら
で
す
。地
球
温
暖
化
に
取
り
組
む
第
一
歩
は
、自
分
の
中
に
眠
る
そ
の
記
憶
を
取

り
戻
す
こ
と
、で
し
ょ
う
。 
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荷
が
あ
っ
た
。

　
暖
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、外
壁
・
施
設
に
接
す
る
床
や
開
口
部
な
ど
外
周
の
断

熱
性
能
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。こ
れ
に
加
え
て
、平
面
上
の
凹
凸
を
少
な
く

し
、床
面
積
あ
た
り
の
外
壁
延
長
を
短
く
す
る
こ
と
も
熱
損
失
を
少
な
く
す
る
。

　
暖
房
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
は
、太
陽
熱
を
直
接
受
け
る
方
法
も
有
効
な
手

段
で
あ
る
。こ
の
住
戸
に
は
「
受
熱
箱
」
と
も
言
う
べ
き
ガ
ラ
ス
の
大
開
口
部
が
南
端
に

あ
る
の
で
、こ
れ
を
全
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
方
、夏
期
の
冷
房
負
荷
増
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、遮
光
・
遮
熱
の
対
策
を
行
っ
た
。
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は

付
設
温
室
の
項
で
述
べ
る
。

　
冷
暖
房
を
必
要
と
し
な
い
中
間
期
に
は
、居
住
者
が
開
放
性
と
閉
鎖
性
を
う
ま
く

使
い
分
け
る
こ
と
で
快
適
な
状
態
が
確
保
で
き
る
。
住
宅
周
辺
の
緑
化
も
ま
た
冷
房
負

荷
の
低
減
に
役
立
つ
。 

１  

断
熱
・
遮
熱
強
化

　
外
壁
な
ど
で
実
施
し
た
断
熱
方
法
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

（
１
）
壁
内
の
断
熱
強
化
‥
外
装
Ａ
Ｌ
Ｃ
板
に
吹
き
付
け
ら
れ

た
発
泡
ウ
レ
タ
ン
と
内
壁
仕
上
げ
材
の
空
隙（
一
四
〇
〜

一
六
〇
㎜
）を
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
断
熱
材
で
埋
め
る
。
施
工

方
法
と
し
て
は
、内
側
か
ら
穴
を
空
け
断
熱
材
充
填
後
に

合
板
な
ど
で
塞
ぐ
。

（
２
）
下
階
と
の
境
床
‥
現
状
で
は
熱
橋
対
策
を
除
き
断
熱
な

し
。
従
前
居
住
者
か
ら
は
下
階
の
床
が
冷
た
い
と
の
ク
レ

ー
ム
も
寄
せ
ら
れ
、快
適
性
か
ら
も
断
熱
性
向
上
が
必
要

。

ー
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図3 上階平面図（改修前）

図1 下階平面図（改修前）

図4 上階平面図（改修後）

図5 壁の断熱強化断面図

図6 下階床下の断熱強化断面図

図2 下階平面図（改修後）
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で
あ
る
。
床
下
に
セ
ル
ロ
ー
ス
系
の
断
熱
材
約
一
九
〇
㎜
を
吹
き
込
む
。

（
３
）
開
口
部
（
付
設
温
室
以
外
の
窓
な
ど
）
‥
①
内
部
サ
ッ
シ（
木
製
・
単
層
ガ
ラ
ス
）

を
追
加
す
る
、②
西
側
外
部
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
設
け
る
、③
階
段
室
内
部
の
窓
に

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
設
け
る
、及
び
④
小
さ
な
窓
を
断
熱
パ
ネ
ル
で
塞
ぐ
、と
い
う
四
方

式
を
開
口
部
の
状
況
に
応
じ
て
採
用
す
る
。

 

２  

付
設
温
室（
イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ
ン
）

　
下
階
の
リ
ビ
ン
グ
空
間
の
南
側
を
環
境
調
整
装
置
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
こ

と
に
し
た
。ま
ず
、従
来
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
内
部
と
一
体
的
だ
っ
た
こ
の
空
間
を
、

建
具
で
付
設
温
室
と
し
て
区
画
す
る
。こ
の
ゾ
ー
ン
は
内
外
の
緩
衝
空
間
と
な
る
と
と

も
に
冷
暖
房
を
し
な
い
た
め
、冷
暖
房
負
荷
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
。

　
外
気
と
の
接
触
面
は
、季
節
や
状
況
に
応
じ
た
受
熱
・
遮
熱
、通
風
・
閉
鎖
の
切
り
替

え
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
南
向
き
の
ガ
ラ
ス
面
及
び
東
西
ガ
ラ

ス
面
の
一
部
の
外
側
に
遮

光
用
の
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
け
、カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

の
最
上
部
と
最
下
部
に
外

気
の
条
件
に
よ
り
自
動
的

に
開
閉
す
る
窓
「
ス
ウ
ィ
ン

ド
ウ
」を
各
四
箇
所（
南
面
二
、

東
西
各
一
）、合
計
八
箇
所

に
設
置
し
た
。

　
冬
の
晴
れ
た
日
中
は
建

具
と
ス
ク
リ
ー
ン
を
開
放
し
、

太
陽
熱
を
取
り
込
み
、天
井

扇
も
用
い
て
取
り
込
ん
だ
熱

を
内
部
空
間
に
導
く
。
夜
は

内
部
建
具
を
閉
め
、場
合
に

よ
っ
て
は
外
部
ブ
ラ
イ
ン
ド

も
閉
じ
て
熱
ロ
ス
を
防
ぐ
。

夏
の
日
中
に
は
ス
ク
リ
ー
ン

及
び
内
部
建
具
を
閉
め
、外
気

温
に
応
じ
て
通
風
を
確
保
し
熱

の
侵
入
を
防
ぐ
。

　
付
設
温
室
と
内
部
空
間
を
区

切
る
建
具
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

当
初
、吹
き
抜
け
と
通
常
の
天

井
の
境
目
付
近
と
考
え
て
い
た
が
、

原
設
計
者
の
立
花
直
美
氏
の
意

見
を
受
け
て
、付
設
温
室
を
よ

り
積
極
的
に
リ
ビ
ン
グ
空
間
と

す
る
た
め
建
具
の
位
置
を
北
側

に
ず
ら
し
た
。
結
果
と
し
て
、約

二
・
七
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
内
部
の

居
間
に
残
し
て
、付
設
温
室
は

植
え
込
み
を
含
め
一
〇
畳
相
当

の
広
さ
と
な
っ
た
。
植
え
込
み
は

西
側
・
南
側
を
残
し
、東
の
小
規
模
な
部
分
は
除
去
し
た
。

　
緑
と
の
共
生
を
目
指
し
た
室
内
の
植
栽
・
庭
園
機
能
は
、内
部
建
具
に
よ
る
分
離
に

よ
っ
て
屋
外
に
近
い
領
域
が
で
き
、庭
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
望
ま
し
い
形
で
回
復
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、植
物
の
葉
や
土
壌
か
ら
の
蒸
散
作
用
に
よ
り
、夏
期
の
室
温

低
下
も
期
待
で
き
る
。
床
仕
上
げ
は
、半
屋
外
の
雰
囲
気
に
ふ
さ
わ
し
い
ソ
イ
ル
セ
ラ
ミ

ッ
ク
タ
イ
ル
に
変
更
し
た
。
な
お
、名
称
も
設
計
意
図
に
ふ
さ
わ
し
く
「
イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ

ン
」
と
し
た
。

　
吹
き
抜
け
空
間
の
上
部
は
、こ
れ
ま
で
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
難
し
く
、こ
の
難
点

を
解
消
す
る
た
め
に
作
業
用
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、冬

期
の
晴
天
時
に
付
設
温
室
で
暖
め
ら
れ
た
空
気
を
下
階
の
内
部
空
間
に
送
り
込
む
た

め
、天
井
扇
を
設
け
た
。

　
な
お
、遮
光
ス
ク
リ
ー
ン
の
開
閉
は
、自
動
制
御
で
も
手
動
制
御
で
も
可
能
で
あ
る
。

自
動
制
御
モ
ー
ド
で
は
、一
定
以
上
の
風
速
と
日
射
量
で
閉
じ
る
。ス
ウ
ィ
ン
ド
ウ
も
自

動
と
手
動
の
モ
ー
ド
が
選
択
で
き
る
。
自
動
制
御
モ
ー
ド
で
は
、一
定
以
上
の
風
速
と
降

雨
の
感
知
に
よ
っ
て
閉
じ
る
ほ
か
、内
外
の
温
度
差
に
よ
っ
て
も
開
閉
を
行
う
。

はや

ワラン

パーティクルボ

セ
ファイバ

コンクリー

「ファクター４ の家」付設温室

インドアガーデン

図

図

化粧室 
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３  

外
壁
延
長
の
縮
小

　
玄
関
ポ
ー
チ
及
び
上
階
北
東
角
の
サ
ー
ビ
ス
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、住
戸
平
面
の
凹
部
と
な

っ
て
い
る
。こ
れ
を
屋
内
化
す
れ
ば
外
壁
延
長
の
総
計
が
短
く
な
り
、温
度
の
中
間
領
域

が
で
き
る
こ
と
で
床
面
積
が
増
え
る
に
も
拘
わ
ら
ず
熱
ロ
ス
が
減
少
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

外
開
き
、内
開
き
の
ガ
ラ
ス
戸
に
よ
り
区
画
す
る
。こ
の
効
果
は
暖
房
期
に
限
ら
れ
る
の

で
、中
間
期
及
び
夏
期
は
常
時
開
放
す
る
。

 

４  

緑
化
な
ど

　
三
〇
一
住
戸
は
、当
初
「
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
名
称
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、緑

化
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
、住
戸
内
部
に
設
け
ら
れ
た
植
え
込
み
が
そ
れ
を
特
徴
づ
け
て
い

た
。イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
屋
内
の
緑
を
存
置
す
る
と
と
も
に
、西
側
バ
ル
コ
ニ
ー
に

お
い
て
は
、金
属
製
ト
レ
リ
ス
を
活
用
し
た
緑
化
な
ど
に
よ
り
温
度
・
日
射
の
調
整
を
す

る
。
居
住
者
の
協
力
を
期
待
す
る
。

 

５  

間
取
り
な
ど
の
変
更

（
１
）個
室
３
の
新
設
‥
こ
の
住
戸
は
、約
一
五
〇
㎡
の
広
さ
が
あ
り
な
が
ら
個
室
の
数
が

二
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
第
１
フ
ェ
ー
ズ
、第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
も
に
四
人
家
族
で
、部
屋

数
の
少
な
さ
に
不
満
が
あ
っ
た
。
上
階
の
「
談
話
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
引
き
戸
で
仕
切
り

個
室
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
の
問
題
を
解
消
し
た
。
併
せ
て
収
納
量
の
確
保
の
た

め
、上
階
の
キ
チ
ネ
ッ
ト（
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
）を
取

り
や
め
、個
室
３
の
た
め
の
収
納
に
改
装
し
た
。

（
２
）
設
備
の
簡
素
化
‥
下
階
の
多
目
的
空
間
に
面

す
る
洗
面
化
粧
台
は
、イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
の

収
ま
り
や
使
い
勝
手
が
悪
い
た
め
、飾
り
棚
へ
変

更
し
た
。
洗
面
機
能
は
、下
階
便
所
の
手
洗
い

器
を
洗
面
化
粧
台
に
変
更
す
る
こ
と
で
補
う
。

（
３
）
屋
内
階
段
の
変
更
‥
階
段
室
は
非
暖
房
区
画

で
あ
る
が
、下
階
か
ら
上
階
へ
の
熱
移
動
を
防

ぐ
た
め
、蹴
込
み
部
分
を
塞
い
だ
。
当
初
設
計

の
通
風
重
視
の
意
図
に
は
反
す
る
が
、省
エ
ネ

性
を
優
先
し
た
。

　
設
備
機
器
の
高
効
率
化
は
、住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
要
素
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
特
に
居
住
者
が
取
り
替
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
設
備
は
、管
理
者
側
に
よ
る

機
種
・
シ
ス
テ
ム
の
選
択
が
重
要
で
あ
る
。

　
三
〇
一
住
戸
の
冷
暖
房
設
備
シ
ス
テ
ム
は
、従
来
の
住
棟
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
か
ら
住

戸
専
用
に
変
更
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、省
エ
ネ
性
を
最
優
先
し
て
最
適
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
た
。

 

１  

給
湯
シ
ス
テ
ム
・
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
熱
利
用
の
場
合
、熱
源
機
は
ガ
ス
給
湯
暖
房
機
で
十
分
だ
が
、太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
シ
ス
テ
ム
と
燃
料
電
池
に
よ
る
電
気
と
熱
の
獲
得
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
並

存
さ
せ
、使
い
勝
手
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
給
湯
へ
の
太
陽
熱
利
用
に

つ
い
て
は
、太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得
の
項
で
述
べ
る
）。

（
１
）ガ
ス
給
湯
暖
房
機

　
省
エ
ネ
性
の
高
い
潜
熱
回
収
型
の
高
性
能
熱
源
機（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
）を
導
入
し

た
。
後
述
す
る
固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）の
余
熱
利
用
ま
た
は
太

陽
熱
給
湯
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
は
、ミ
キ
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
を
併
用
す
る
。
省
エ
ネ
を

実
現
す
る
に
は
、熱
源
機
で
再
加
熱
す
る
だ
け
で
な
く
、

再
加
熱
し
な
い
直
接
利
用
の
併
用
が
有
効
で
あ
る
。
居

住
者
の
判
断
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
回
路
に
切
り
替
え
て
利

用
す
る
。

（
２
）固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）

　
現
在
開
発
中
の
も
の
で
、発
電
効
率
は
定
格
運
転
で

四
五
％
と
高
く
、熱
利
用
の
比
率
が
小
さ
い
。し
た
が
っ

て
、熱
需
要
が
小
さ
い
家
庭
や
集
合
住
宅
に
お
け
る
利

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
で
は
三
〇
一
住
戸

で
長
期
的
な
実
証
試
験
を
行
う
。
廃
熱
が
少
な
い
と
は

言
え
、消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
〇
％
程
度
は
温
水
と
し
て

活
用
可
能
で
あ
る
の
で
、給
湯
の
一
部
に
活
用
す
る
。

設
備
機
器
及
び
器
具
の
改
善
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ぐ
た
め
蹴
込
み
部
分
を
塞
い
だ

当
初
設
計

の
通
風
重
視
の
意
図
に
は
反
す
る
が
、省
エ
ネ

性
を
優
先
し
た
。

で
長
期
的
な
実
証
試
験
を
行
う

廃
熱
が
少
な
い
と
は

言
え
、消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
〇
％
程
度
は
温
水
と
し
て

活
用
可
能
で
あ
る
の
で
、給
湯
の
一
部
に
活
用
す
る
。

 

２  

暖
房
シ
ス
テ
ム

（
１
）ガ
ス
温
水
床
暖
房

　
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
熱
効
率
は
、フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
エ
ア
コ
ン
よ
り
も
低
い
。し

か
し
、下
方
か
ら
の
柔
ら
か
な
輻
射
、高
い
体
感
温
度
、理
想
的
な
温
度
分
布
な

ど
快
適
性
・
健
康
性
に
優
れ
て
い
る
。「
下
階
が
寒
い
」
、「
床
が
冷
た
い
」
と
の
従

前
居
住
者
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、下
階
に
温
水
床
暖
房
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
工
法
と
し
て
は
、床
下
に
太
目
の
パ
イ
プ
を
敷
設
し
低
温
水
を
循
環
さ
せ
る
方

式
を
検
討
し
た
。
期
待
と
し
て
は
、ポ
ン
プ
動
力
の
削
減
と
と
も
に
床
下
全
体
を

暖
め
、居
室
以
外
の
部
分
も
間
接
的
に
暖
ま
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、施
工
技

術
上
の
障
害
が
あ
り
、リ
フ
ォ
ー
ム
用
の
床
暖
房
「
は
や
わ
ざ
」
を
採
用
し
た
。

（
２
）エ
ア
コ
ン

　
冷
房
用
に
導
入
す
る
エ
ア
コ
ン
は
、暖
房
用
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
上
階
は

自
然
室
温
で
も
か
な
り
暖
か
く
、下
階
が
暖
房
さ
れ
た
状
態
で
の
暖
房
負
荷
は

極
め
て
小
さ
く
、上
階
の
暖
房
負
荷
に
は
エ
ア
コ
ン
一
台
で
十
分
と
見
ら
れ
る
。

（
３
）ガ
ス
コ
ン
セ
ン
ト（
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
用
）

　
上
階
に
つ
い
て
は
、下
階
の
暖
房
余
熱
と
エ
ア
コ
ン
一
台
で
理
論
的
に
は
快
適

室
温
の
確
保
が
で
き
る
が
、熱
の
伝
達
が
自
然
対
流
と
換
気
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し

て
い
る
た
め
、部
屋
の
各
部
に
熱
が
十
分
行
き
渡
ら
な
い
可
能
性
は
残
る
。
念
の

た
め
に
、フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
用
の
ガ
ス
コ
ン
セ
ン
ト
を
上
階
の
各
個
室
に
設
け
た
。

 

３  

冷
房
シ
ス
テ
ム

　
従
前
の
冷
暖
房
方
式
は
、住
棟
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
の
冷
水
に
よ
る
Ｖ
Ａ
Ｖ
空
調（
※
３
）

で
あ
っ
た
が
、消
費
電
力
の
多
さ
な
ど
に
問
題
が
あ
っ
た
。
一
方
、近
年
の
家
庭
用
の
電

気
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
は
高
性
能
化
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
、省
エ
ネ
性
能
を
最
優
先

し
、市
販
機
種
の
う
ち
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６（
※
4
）
以
上
の
高
性
能
エ
ア
コ
ン
を
採
用
し
た
。
断
熱
・

遮
熱
措
置
を
施
す
こ
と
に
よ
り
冷
房
負
荷
も
下
が
り
、上
階
・
下
階
そ
れ
ぞ
れ
一
台
の

エ
ア
コ
ン（
二
・
八
k
W
）で
快
適
室
温
に
保
て
る
見
込
み
で
あ
る
。

 

４  

換
気
シ
ス
テ
ム

　
換
気
シ
ス
テ
ム
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
相
反
す
る
要
素
が
含
ま
れ
る
。
換
気
量
を
増
や
せ

ば
冷
暖
房
負
荷
が
増
加
す
る
ば
か
り
で
な
く
、換
気
動
力
に
よ
る
電
力
の
消
費
も
無
視

で
き
な
い
。こ
こ
で
は
、上
下
各
階
に
熱
回
収
型
の
換
気
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、ダ
ク
ト
に

は
Ｖ
Ａ
Ｖ
空
調
用
の
既
設
ダ
ク
ト
を
転
用
す
る
。
建
築
基
準
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
常
時

小
風
量
換
気
は
、窓
を
開
け
る
中
間
期
に
は
、本
来
意
味
を
持
た
な
い
の
で
、居
住
実
験

と
し
て
の
省
エ
ネ
水
準
を
上
げ
る
た
め
、常
時
換
気
の
運
転
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
。

 

５  

照
明

　
照
明
用
の
電
力
消
費
を
削
減
す
る
典
型
的
な
方
法
は
、白
熱
電
球
を
電
球
型
の
蛍

光
灯
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
照
度
で
電
力
消
費
を
約
五
分
の
一
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、不
要
と
見
ら
れ
る
器
具
は
取
り
外
し
、必
要
以
上
の
照
度
が
あ

る
と
見
ら
れ
る
場
合
は
、蛍
光
管
の
本
数
を
減
ら
す
な
ど
過
剰
な
照
明
器
具
を
排
除

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
原
状
で
は
照
明
器
具
数
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
部
屋
の
中
心
部
に
あ
る
主
な
器
具
に

加
え
て
、窓
際
の
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
、バ
ル
コ
ニ
ー
の
照
明
、植
栽
を
照
ら
す
大
型
の
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
、廊
下
に
は
複
数
の
照
明
器
具
が
あ
り
、数
は
合
計
で
四
九
個
、全
部
を
点
灯
す
る

と
三
・
〇
k
W（
設
計
図
に
よ
る
数
値
）と
な
り
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
程
遠
い
状
態
で

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
一
個
、一
個
確
認
し
な
が
ら
次
の
対
策
に
選
別
し
た
。
①
撤
去
す
る
、②
電

球
を
抜
き
利
用
し
な
く
す
る
、③
複
数
の
蛍
光
管
の
一
部
を
除
去
す
る
、④
白
熱
電
球

を
電
球
型
蛍
光
灯
に
交
換
す
る
、の
四
種
で
あ
る
。
電
球
型
蛍
光
灯
に
置
き
換
え
る
場

合
で
も
、同
等
の
照
度
が
必
要
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
三
分
の
二
を
目
処
に
減
光
す

る
こ
と
に
し
た（
例
‥
六
〇
W
白
熱
電
球
を
八
W
蛍
光
灯
＝
四
〇
W
相
当
に
）。し
か

し
、点
灯
時
間
は
未
解
明
で
、照
明
器
具
の
変
更
に
よ
る
電
力
量
の
節
減
幅
は
未
知
数

で
あ
る
。

　
そ
の
他
、照
度
を
阻
害
す
る
要
素
と
し
て
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
や
ア
ク
リ
ル
カ
バ
ー
の
汚
れ
が

目
立
ち
、こ
れ
ら
の
清
掃
を
行
っ
た
。

 

６  

調
理

　
調
理
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、実
際
の
生
活
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
特
に
、電
熱
家
電
の
利
用（
保
温
機
能
を
含
む
）を
避
け
る
こ
と
は
、直
接
的
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。
調
理
器
具
の
選
択
、省
エ
ネ
型
の
調
理
方
法
な
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ

固体酸化物
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ル
の
分
野
で
工
夫
し
て
も
ら
う
こ
と
は
多

い
。
今
回
の
改
修
で
行
っ
た
の
は
、高
効
率

ガ
ス
コ
ン
ロ
へ
の
取
り
替
え
の
み
で
あ
る
。

 

７  
そ
の
他
電
力

　
待
機
電
力
の
削
減
は
、少
な
い
費
用
で

大
き
な
効
果
の
期
待
で
き
る
方
策
で
あ
る
。

居
住
者
の
心
掛
け
に
か
か
る
要
素
が
大
き

い
が
、こ
こ
で
は
待
機
電
力
の
比
較
的
大
き

な
器
具
に
つ
い
て
ス
イ
ッ
チ
つ
き
の
タ
ッ
プ

を
準
備
し
た
。
点
灯
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン

プ
が
電
力
浪
費
の
サ
イ
ン
で
あ
る
と
受
け

止
め
、元
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
誘
導
す
る
。

　
い
か
に
建
築
と
設
備
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
っ
て
も
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
四
分
の

一
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
環
境
負
荷
と
な
る
在
来
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
さ

ら
に
削
減
す
る
に
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
こ
こ
で
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
）の
利
用
が

欠
か
せ
な
い
。

 

１  

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
戸
建
て
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
普
及
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
の

が
太
陽
光
発
電
で
あ
る
。Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１
に
は
屋
上
の
七
・
五
k
W
容
量
の
太
陽
光
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
が
設
置
済
み
で
、三
・
五
k
W
と
四
・
〇
k
W
に
区
画
さ
れ
て
お
り
、三
・
五
k
W

を
三
〇
一
住
戸
に
専
用
接
続
す
る
。こ
の
う
ち
二
・
五
k
W
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
寄
与
分
と

し
て
算
入
す
る
。パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
は
専
用
の
も
の
を
一
台
新
設
す
る
。三
〇
一

住
戸
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
余
剰
電
力
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１
の
共
用
配
線
に
逆
潮
流
さ
れ
有

効
に
利
用
さ
れ
る
。

　
二
・
五
k
W
と
い
う
容
量
は
、一
般
的
な
六
階
建
て
の
集
合
住

宅（
住
宅
用
途
五
層
）を
想
定
し
、戸
当
た
り
屋
根
面
積
、屋
上
緑

化
の
余
地
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
空
地
な
ど
か
ら
想
定
し
た

 

２  

太
陽
熱
給
湯
シ
ス
テ
ム

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
方
策
と
し
て
、太
陽
熱
を
湯
沸
か
し
の

一
助
と
す
る
こ
と
は
、今
後
い
っ
そ
う
重
要
に
な
る
。

　
太
陽
熱
を
集
め
る
方
式
は
、自
然
循
環
式
、強
制
循
環
式
、汲

み
置
き
式
な
ど
に
区
分
さ
れ
る
。こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、建
築
的
デ
ザ

イ
ン
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、強
制
循
環
式
を
採
用
し
、温
水
器

（
コ
レ
ク
タ
ー
）は
建
物
外
壁
に
平
行
に
な
る
よ
う
計
画
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
配
置
に
適
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
は
見
当
た
ら

ず
、集
合
住
宅
フ
ァ
サ
ー
ド
用
の
製
品
開
発
を
期
待
し
、二
〇
〇
八

年
度
以
降
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
設
置
場
所
は
上
階
南
東

部
分
の
柱
・
梁
フ
レ
ー
ム
の
中
と
想
定
し
、予
備
配
管
の
み
を
施
工

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
対
策
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
獲
得
に
よ
る
効
果
を
予
測
し
た
。

　
ま
ず
、三
〇
一
住
戸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
基
準
と
な
る
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
求
め
、そ
こ
か
ら
、ど
の
程
度
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
な
り
、ま
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
カ
バ
ー
で
き
る
量
を
対
策
ご
と
に
算
出
し
、総
合
計
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
効
果
を
算
出
し
た
。
な
お
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
比
較
は
、一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
単
位

を
Ｍ
ｊ
（
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
）に
統
一
し
て
行
っ
た
。
電
力
は
火
力
発
電
に
お
け
る
発
電
ロ
ス

と
配
送
電
ロ
ス
の
合
計
を
六
〇
％
と
見
な
し
、消
費
電
力（
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）を
二
・
五

倍
に
し
て
算
入
し
た
。

 

１  

基
準
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

　
基
準
に
は
、い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
。
①
居
住
実
験
第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
消

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得
 

省
エ
ネ
効
果
・
投
資
コ
ス
ト
の
検
証
 

太陽光発電モジュール（既設、この一部を利用）
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し
て
算
入
す
る
パ
ワ

コ
ン
デ
ィ
シ

ナ

は
専
用
の
も
の
を
一
台
新
設
す
る

三
〇
一

住
戸
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
余
剰
電
力
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１
の
共
用
配
線
に
逆
潮
流
さ
れ
有

効
に
利
用
さ
れ
る
。

 

１  

基
準
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

　
基
準
に
は
、い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
。
①
居
住
実
験
第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
消

費
量
、②
第
２
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
消
費
量
、③
大
阪
・
戸
建
て
住
宅（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
）、④
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
※
５
）
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
冷
暖
房
負
荷
の
み
）

を
基
に
し
た
。

　
理
論
的
な
決
め
手
は
無
い
の
で
、冷
暖
房
負
荷
は
④
を
採
用
し
、そ
の
他
の
用
途
は

①
か
ら
③
の
単
純
平
均
と
し
た
。
そ
の
際
、③
は
元
デ
ー
タ
を
三
〇
一
住
戸
の
専
用
床

面
積
及
び
居
住
人
数（
四
名
）に
補
正
し
た
数
値
を
用
い
て
い
る
。

 

２  

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

　
省
エ
ネ
効
果
を
事
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
検
証
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、当
初
、太
陽
熱
温
水
器
に
よ
る
給
湯
熱
量
獲
得
に
代
え
て
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
余

熱
を
算
入
し
た
。

　
前
述
の
基
準
レ
ベ
ル
を
一
〇
〇

と
し
、省
エ
ネ
効
果
を
累
積
で
予

測
す
る
と
、①
建
築
的
な
対
策
で

約
四
五
％
の
削
減
、②
設
備
改
修

を
加
え
て
約
五
二
％
削
減
、③
省

エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
な
ど
を

想
定
し
五
六
％
ま
で
削
減
、④
検

討
未
了
な
が
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
よ
る
省
エ
ネ
に
よ
り
六
一
％
ま

で
削
減
、⑤
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
余
熱
の
寄

与
分
を
差
し
引
い
て
六
五
％
に
、

⑥
約
六
五
％
ま
で
削
減
さ
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
一
次
）か
ら

太
陽
光
発
電
量
を
差
し
引
き
、合

計
削
減
量
が
七
八
％
に
達
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、全
て
の
要
素
が

予
測
通
り
に
行
け
ば
、一
部
推
定

を
含
む
も
の
の
目
標
の
四
分
の

一
へ
の
削
減
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
る

見
込
み
が
得
ら
れ
た
。

 

３  

投
資
コ
ス
ト
の
有
効
性

　
お
お
む
ね
省
エ
ネ
対
策
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
に
伴
う
投
資
コ
ス

ト
に
対
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
検
証
し
た
。
単
純
な
物
差
し
と
し
て
、投
資
コ
ス
ト

一
〇
〇
〇
円
あ
た
り
の
節
減
量
を
Ｍ
ｊ
／
年（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
）で
算
定
し
、比
較
の

材
料
に
供
し
た
。

 

４  

計
測
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　
省
エ
ネ
効
果
及
び
居
住
性
を
数
値
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
主
な
も
の
は
、室
内
の
温
湿
度
、電
力
消
費
量
、発
電
量
、ガ

ス
消
費
量
、温
水
熱
量
な
ど
で
あ
る
。セ
ン
サ
ー
な
い
し
測
定
器
を
所
定
の
箇
所
に
設
置

し
、デ
ー
タ
は
地
下
室
に
置
か
れ
た
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
へ
送
ら
れ
、定
期
的
に
取
り
出
し
て

分
析
す
る
。

 
 

　
こ
う
し
た
よ
う
に
、本
格
的
な
省
エ
ネ
改
修
で
ハ
ー
ド
の
条
件
を
整
え
、二
〇
〇
七
年

四
月
か
ら
居
住
者
と
な
る
家
族
が
入
居
し
た
。
夫
婦
と
子
供
二
人
の
計
四
人
で
、年
齢

は
異
な
る
が
第
１
・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
同
じ
家
族
数
で
あ
る
。
最
初
の
年
は
、基
準
と
な

る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
把
握
す
る
た
め
、特
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
は
求
め
ず
自
然
体
で

暮
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
家
電
製
品
も
入
居
家
族
が
持
ち
込
ん
だ
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
デ
ー
タ
は
、ほ
ぼ
予
定
通
り
把
握
し
つ
つ
あ
る
。
省
エ
ネ
や
室
内
熱

環
境
の
問
題
点
が
見
え
始
め
て
い
る
の
で
、二
年
目
の
本
格
的
省
エ
ネ
居
住
実
験
に
向

け
て
対
策
を
練
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

（
大
阪
ガ
ス（
株
）エ
ネ
ル
ギ
ー・
文
化
研
究
所
 

研
究
主
幹
） 

（
※
１
）Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
三
次
報
告
に
基
づ
く
環
境
省
資
料
。
 

（
※
２
）大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅（
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
）、二
〇
〇
七
年
四
月
よ
り
第
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
を
開
始
。
 

（
※
３
）va

ria
b
le
 a
ir vo

lu
m
e

（
可
変
風
量
）、部
分
負
荷
時
に
負
荷
に
見
合
っ
た
風
量
に
調
整
す
る
空
調
シ
ス
テ
ム
。
 

（
※
４
）シ
ー
・
オ
ー
・
ピ
ー:c

o
e
ffic
ie
n
t o
f p
e
rfo
rm
a
n
c
e

（
成
績
係
数
）、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
で
一
の
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
、

得
ら
れ
る
熱
量
差
又
は
冷
凍
量
が
三
で
あ
れ
ば
C
O
P
3
と
な
る
。
 

（
※
５
）「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
住
宅
性
能
表
示
制
度
に
お
け
る
性
能
表
示
事
項
の
う
ち「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
等
級
」
に
関
し
、年
間
暖
冷
房
負
荷
の
計
算
方
法
を
用
い
て
の
評
価
が
可
能
な
住
宅
用
熱
負
荷
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。
 

 

 

居
住
実
験
の
開
始
 

一次エネルギー
換算

建築対策 設備対策 省エネ
家電

ライフスタイル エネルギー
獲得

削減のイメージ100

60
51 47 42

25

冷房 暖房 給湯 厨房 動力・照明

図7 エネルギー負荷削減のイメージ
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